
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１主面および第２主面にそれぞれ第１偏光板および第２偏光板を積層した液晶パネル
と、サイドライト型バックライトを構成する導光板と、前記液晶パネルの 第１偏光板
と前記導光板の間に介挿した光学シート積層体と、前記液晶パネルの 第２主面の有効
表示領域を露呈する窓を有する額縁を形成して当該液晶パネルを収容すると共に当該額縁
の側壁を前記バックライト方向に屈曲した金属製の上フレームと、前記バックライトを収
容するための側壁を有して前記上フレームの前記側壁先端部に係合する下フレームとを具
備する液晶表示装置であって、
　前記第１偏光板の少なくとも前記光学シート積層体側表面は導電性を有し、
　
　当該導電性を有する前記光学シート積層体側表面の前記液晶パネルの有効表示領域から
後退した位置に一端が粘着し他端が前記上フレームに接触する導電性テープを

備えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第１偏光板の少なくとも前記光学シート積層体側表面に有する導電性は透明導電膜
を成膜した薄膜であり、前記導電性テープは粘着剤が塗布された導体であることを特徴と
する請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　第１主面および第２主面にそれぞれ第１偏光板および第２偏光板を積層した液晶パネル
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と、サイドライト型バックライトを構成する導光板と、前記液晶パネルの 第１偏光板
と前記導光板の間に介挿した光学シート積層体と、前記液晶パネルの 第２主面の有効
表示領域を露呈する窓を有する額縁を形成して当該液晶パネルを収容すると共に当該額縁
の側壁を前記バックライト方向に屈曲した金属製の上フレームと、前記バックライトを収
容するための側壁を有して前記上フレームの前記側壁先端部に係合する下フレームとを具
備する液晶表示装置であって、
　前記光学シート類は 前記第１偏光板に対向する拡散シートと、当該拡散シートの前記
バックライト方向に積層したプリズムシート
　前記拡散シートの前記第１偏光板と対向する表面は導電性を有し、
　
　当該導電性を有する前記拡散シートの前記液晶パネルの有効表示領域から後退した位置
に一端が粘着し他端が前記上フレームの内面に接触する導電性テープを
備えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　第１主面および第２主面にそれぞれ第１偏光板および第２偏光板を積層した液晶パネル
と、サイドライト型バックライトを構成する導光板と、前記液晶パネルの 第１偏光板
と前記導光板の間に介挿した光学シート積層体と、前記液晶パネルの 第２主面の有効
表示領域を露呈する窓を有する額縁を形成して当該液晶パネルを収容すると共に当該額縁
の側壁を前記バックライト方向に屈曲した金属製の上フレームと、前記バックライトを収
容するための側壁を有して前記上フレームの前記側壁先端部に係合する下フレームとを具
備する液晶表示装置であって、
　前記光学シート類は前記第１偏光板に対向する拡散シートと、当該拡散シートの前記バ
ックライト方向に積層したプリズムシート
　前記拡散シートの前記プリズムシートと対向する表面は導電性を有すると共に、端縁の
少なくとも一部は前記下フレームの前記側壁に延在し、
　前記延在した前記拡散シートの導電性を有する少なくとも一部と前記上フレームの内壁
の間に導電性粘着テープを備えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　第１主面および第２主面にそれぞれ第１偏光板および第２偏光板を積層した液晶パネル
と、サイドライト型バックライトを構成する導光板と、前記液晶パネルの 第１偏光板
と前記導光板の間に介挿した光学シート積層体と、前記液晶パネルの 第２主面の有効
表示領域を露呈する窓を有する額縁を形成して当該液晶パネルを収容すると共に当該額縁
の側壁を前記バックライト方向に屈曲した金属製の上フレームと、前記バックライトを収
容するための側壁を有して前記上フレームの前記側壁先端部に係合する下フレームとを具
備する液晶表示装置であって、
　前記光学シート類は前記第１偏光板に対向する拡散シートと、当該拡散シートの前記バ
ックライト方向に積層したプリズムシート
　前記拡散シートの前記第１偏光板と対向する表面は導電性を有すると共に、端縁の少な
くとも一部は前記下フレームの前記側壁を巻き込んで当該下フレームの底部に延在し、
　前記延在した前記拡散シートの前記延在した端部を当該下フレームに粘着固定すると共
に前記上フレームの内壁の間に介挿した導電性粘着テープを備えたことを特徴とする液晶
表示装置。
【請求項６】
　前記光学シート積層体表面に有する導電性は透明導電膜を成膜した薄膜であり、前記導
電性テープは粘着剤を塗布した銅箔であることを特徴とする請求項２乃至５の何れかに記
載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記下フレームは樹脂モールドした枠体であることを特徴とする請求項１乃至６の何れ
かに記載の液晶表示装置。
【請求項８】
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　前記上フレームの内面に絶縁膜を有することを特徴とする請求項１乃至７の何れかに記
載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は液晶表示装置に係り、特に側縁に光源を備えた導光板を液晶パネルの背面に積層
した、所謂サイドライト型バックライトを有する液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
軽量かつ低消費電力の表示装置として液晶表示装置が広く用いられている。液晶表示装置
は、ガラス等の透明基板を好適とする二枚の絶縁基板の間に液晶を挟持した液晶パネルで
構成される。液晶パネルはその一方または双方の絶縁基板の内面に画素選択のための電極
やスイッチング素子を有し、選択された画素に電子的な潜像を形成して、これを背面ある
いは表面から照明を与えることで可視化するものである。
【０００３】
特に、パソコンやディスプレイモニターなどでは液晶パネルの背面（第１主面）に光源を
備えたものが多用されている。このような背面設置の光源はバックライトと称し、液晶パ
ネルの背面に設置した複数の光源の光で直接的に液晶パネルに照明光を与える、所謂直下
型と、アクリル板等の導光板と呼ばれる透明板を液晶パネルの背面に積層し、その側縁に
設置した光源の光を当該導光板に伝播させながら液晶パネル方向に指向させて照明する、
所謂サイドライト型とが知られている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上記のバックライト用光源としては、線状光源である冷陰極蛍光ランプが主として用いら
れるが、冷陰極蛍光ランプは高周波電流で点灯されるため、冷陰極蛍光ランプから漏れ出
る高周波電磁界が液晶パネルの表示信号に干渉し、表示ノイズをもたらす。この対策とし
て、従来は冷陰極蛍光ランプの光を導光板側に反射させるランプ反射板を金属で構成した
り、あるいは冷陰極蛍光ランプの周囲を覆って銅テープなどの導電材を貼付することが行
われている。
【０００５】
また、液晶パネルとバックライトの間に導電性シートを介在させるもの（特開平１０－２
４４０５４号公報）、特開平７－３２６２２４号公報、特開平６－１６０８０４号公報）
、特開平５－２６４９９１号公報、特開平５－１１４７９５号公報）が知られている。
【０００６】
しかし、上記した何れの先行技術の構成でも電磁遮蔽のための部材を別途設けるものであ
るため構造が複雑となり、組立て性が低下してコスト高となり、また特にサイドライト型
の液晶表示装置では、その軽量化、薄型化を阻害する。
本発明の目的は、特別の部材を別途用いることなく冷陰極蛍光ランプからの高周波電磁界
を遮断することにより、薄型化、軽量化、低コスト化を図ったサイドライト型の液晶表示
装置を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　液晶表示装置を構成する液晶パネルの第１主面（バックライト側）および第２主面（表
示面側）のそれぞれに偏光板が積層されている。サイドライト型の液晶表示装置では、こ
の液晶パネルの第１主面側（背面）にバックライトを構成する導光板が設置され、液晶パ
ネルと導光板の間に拡散シートやプリズムシートの積層体からなる光学シート類 介挿さ
れる。
【０００８】
拡散シートは通常、液晶パネルの第１主面と対向する側に有し、その下（導光板側）に１
または２枚のプリズムシートが積層されている。なお、製品によってはプリズムシートの
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下側で導光板と対向する位置にもさらに拡散シートが設けられるものもある。
【０００９】
通常、サイドライト型の液晶表示装置は、液晶パネルの第２主面（表示面）の有効表示領
域を露呈する窓を有する額縁を形成して当該液晶パネルを収容すると共に当該額縁の側壁
を前記バックライト方向に屈曲した金属製の上フレームを有している。液晶パネルの端縁
と上フレームや下フレームの内壁の間には、組立て容易性や製品時に両者が突き当たらな
い程度の若干の隙間を設けているのが通常である。本発明はこのような既存の隙間を利用
して導電性粘着テープを設置できる。
【００１０】
本発明は、前記の目的を達成するため、液晶パネルの背面に光学シート類を介して積層す
る導光板を備えたサイドライト型の液晶表示装置において、当該液晶パネルの導光板側に
設けられた偏光板、すなわち光学シート類と対向する偏光板の表面に導電性を付与してシ
ールド機能を持たせ、この偏光板の導電性の端縁に導電性粘着テープの一端を粘着し、こ
の導電性粘着テープの他端を少なくとも上フレーム（例えば、その内壁）に接触させて、
偏光板と上フレームとを導通させた。導電性粘着テープとしては、例えば銅箔に粘着剤を
塗布したテープや、導電性粘着剤を塗布したテープが用いられる。
【００１１】
また、本発明は、液晶パネルの第１偏光板に対向する光学シート類の表面（拡散シートの
表面）に導電性を持たせ、この拡散シートの端縁に一端を粘着し、少なくとも他端が上フ
レームの例えば内壁に接して導電的に接続する如く導電性粘着テープを設けた。
【００１２】
さらに、本発明は、液晶パネルの第１偏光板に対向する拡散シートに導電性を持たせると
共に、その端縁の少なくとも一部を下フレームの側壁まで、あるいは側壁を巻き込むよう
に延在させ、延在部分を導電性粘着テープで下フレームに粘着させた。
【００１３】
さらに、上フレームの内壁に絶縁膜を塗布して駆動回路等の配線との短絡を防止するよう
にしたものでは、上記の導電性テープを下フレームの背面に延在させて、これを適当な金
属部材と接続する。
【００１４】
上記の構成としたことにより、冷陰極蛍光ランプからの高周波電界が液晶パネル側に漏れ
出て表示に影響して発生する表示ノイズを防止でき、薄型化、軽量化、低コスト化を阻害
することなく低コストで高品質の画像表示を可能としたサイドライト型の液晶表示装置を
提供できる。
【００１５】
なお、本発明は、上記の構成および後述する実施例の構成に限定されるものではなく、本
発明の技術思想を逸脱することなく種々の変更が可能であることは言うまでもない。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について、実施例の図面を参照して詳細に説明する。図１は本
発明によるサイドライト型の液晶表示装置の構成例を模式的に説明する要部断面図である
。また、図２は図１における液晶パネルの構成例を模式的に説明する断面図、図３は図１
における光学シート類の構成例を模式的に説明する断面図である。図中、参照符号ＰＮＬ
は液晶パネルであり、ガラス板からなる第１基板ＳＵＢ１と第２基板ＳＵＢ２の間に液晶
ＬＣが挟持され、第１主面（バックライト側）に第１偏光板ＰＯＬ１が、第２主面（表示
面側）に第２偏光板ＰＯＬ２が積層されている。
【００１７】
参照符号ＯＰＳは光学シート類、ＧＬＢは導光板、ＣＦＬは冷陰極蛍光ランプ、ＭＤＬは
下フレーム（ここでは、樹脂モールド）、ＲＦＳは反射シート、ＬＦＳはランプ反射シー
ト、ＳＨＤは金属製の上フレームである。なお、反射シートＲＦＳは白色の樹脂フィルム
などが使用される。また、反射シートＲＦＳを延長して冷陰極蛍光ランプＣＦＬの背面か
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ら上面に折り曲げてランプ反射シートとしているが、反射シートＲＦＳとは別部材とする
ものもある。
【００１８】
さらに、上フレームＳＨＤは鉄系金属板で構成され、その主要部分に液晶パネルＰＮＬの
有効表示領域を露呈する表示窓を形成して周囲に額縁を有し、この額縁部分の側壁は下フ
レーム方向に延在して当該下フレームと既知の手段で係合して固定される。図中に点線で
示した参照符号Ｌは液晶パネルＰＮＬの有効表示領域ＡＲの周縁を照明する冷陰極蛍光ラ
ンプＣＦＬからの光の経路である。
【００１９】
光学シート類ＯＰＳは、図３に示したように、バックライトを構成する導光板ＧＬＢ側か
ら第１拡散シートＤＦ１、第１プリズムシートＰＲＺ１、第２プリズムシートＰＲＺ２、
第２拡散シートＤＦ２を積層した積層体である。ここでは、拡散シートを２枚用いている
が、第２拡散シートＤＦ２のみとしたものもあり、またプリズムシートも一枚のみとした
ものもある。
【００２０】
図４は本発明によるサイドライト型の液晶表示装置の第１実施例の構成を模式的に説明す
る要部断面図である。図１乃至図３と同一参照符号は同一機能部分に対応する。図４は液
晶表示装置の冷陰極蛍光ランプの設置辺と隣接する辺の断面を示す。本実施例では、液晶
パネルＰＮＬの第１偏光板ＰＯＬ１の表面にＩＴＯ等の透明導電膜ＥＣを成膜して導電性
を付与してある。この透明導電膜ＥＣを成膜した第１偏光板ＰＯＬ１の表面に導電性粘着
テープＣＴＰの一端を粘着し、他端を上フレームＳＨＤの内壁方向に引出して参照符号Ｃ
で示した面部分で電気的に接続してある。なお、透明導電膜ＥＣと導電性粘着テープＣＴ
Ｐの電気的接続を参照符号Ｂで示す。この場合、上フレームＳＨＤの内壁には絶縁膜を有
しない。
【００２１】
導電性粘着テープＣＴＰの一端の先端は液晶パネルＰＮＬの有効表示領域ＡＲから後退し
た参照符号Ａで示した位置にあり、バックライトを構成する導光板ＧＬＢからの照明光が
液晶パネルの表示に影響を及ぼさないようにしている。
【００２２】
この構成により、第１偏光板ＰＯＬ１に有する透明導電膜ＥＣは導電性粘着テープＣＴＰ
を介して上フレームＳＨＤで接地に接続され、液晶パネルＰＮＬは前記した冷陰極蛍光ラ
ンプからの高周波電磁界から遮蔽される。したがって、この高周波電磁界による表示ノイ
ズの発生が阻止されて高品質の画像表示が得られる。同時に、高周波電磁界を遮断するた
めに導電性粘着テープＣＴＰ以外に特別の部材を要しないため、薄型化、軽量化を阻害せ
ずに低コストの液晶表示装置を得ることができる。
【００２３】
図５は本発明によるサイドライト型の液晶表示装置の第２実施例の構成を模式的に説明す
る要部断面図である。図１乃至図４と同一参照符号は同一機能部分に対応する。図５も液
晶表示装置の冷陰極蛍光ランプの設置辺と隣接する辺の断面を示す。本実施例では、光学
シート類ＰＯＳを構成する液晶パネルＰＮＬに対向する拡散シートＤＦ２の表面にＩＴＯ
等の透明導電膜ＥＣを成膜して導電性を付与してある。この透明導電膜ＥＣを成膜した拡
散シートＤＦ２の表面に導電性粘着テープＣＴＰの一端を粘着し、他端を下フレームＭＤ
Ｌの側壁上に引出してる。
【００２４】
透明導電膜ＥＣと導電性粘着テープＣＴＰｎｏ電気的接続を参照符号Ｄで示す。引き出さ
れた導電性粘着テープＣＴＰの他端は図４と同様に上フレームＳＨＤに対して電気的に接
続される。導電性粘着テープＣＴＰの一端の先端は図４と同様の位置にあり、バックライ
トを構成する導光板ＧＬＢからの照明光が液晶パネルの表示に影響を及ぼさないようにし
ている。
【００２５】
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この構成により、拡散シートＤＦ２に有する透明導電膜ＥＣは導電性粘着テープＣＴＰを
介して上フレームＳＨＤで接地に接続され、液晶パネルＰＮＬは前記した冷陰極蛍光ラン
プからの高周波電磁界から遮蔽される。したがって、この高周波電磁界による表示ノイズ
の発生が阻止されて高品質の画像表示が得られる。同時に、高周波電磁界を遮断するため
に導電性粘着テープＣＴＰ以外に特別の部材を要しないため、薄型化、軽量化を阻害せず
に低コストの液晶表示装置を得ることができる。
【００２６】
図６は本発明によるサイドライト型の液晶表示装置の第３実施例の構成を模式的に説明す
る要部断面図である。図１乃至図５と同一参照符号は同一機能部分に対応する。なお、導
光板などは図示を省略した。図６も液晶表示装置の冷陰極蛍光ランプの設置辺と隣接する
辺の断面を示す。本実施例では、光学シート類ＰＯＳを構成する拡散シートＤＦ２の液晶
パネル側の表面にＩＴＯ等の透明導電膜ＥＣを成膜して導電性を付与してある。
【００２７】
この透明導電膜ＥＣを成膜した拡散シートＤＦ２は、下フレームＭＤＬの側壁の上部に延
長され、当該下フレームＭＤＬの側壁の上部において導電性粘着テープＣＴＰで粘着され
る。導電性粘着テープＣＴＰは下フレームＭＤＬの側壁を巻き込んで背面に引き出されて
いる。導電性粘着テープＣＴＰと拡散シートＤＦ２の透明導電膜ＥＣとの電気的接続は参
照符号Ｄで示す。また、導電性粘着テープＣＴＰと上フレームＳＨＤの内壁との電気的接
続は参照符号Ｅで示す。
【００２８】
なお、導電性粘着テープＣＴＰの一端の先端は図４と同様の位置にあり、バックライトを
構成する導光板ＧＬＢからの照明光が液晶パネルの表示に影響を及ぼさないようにしてい
る。
【００２９】
この構成により、拡散シートＤＦ２に有する透明導電膜ＥＣは導電性粘着テープＣＴＰを
介して上フレームＳＨＤで接地に接続され、液晶パネルＰＮＬは前記した冷陰極蛍光ラン
プからの高周波電磁界から遮蔽される。したがって、この高周波電磁界による表示ノイズ
の発生が阻止されて高品質の画像表示が得られる。同時に、高周波電磁界を遮断するため
に導電性粘着テープＣＴＰ以外に特別の部材を要しないため、薄型化、軽量化を阻害せず
に低コストの液晶表示装置を得ることができる。
【００３０】
図７は本発明によるサイドライト型の液晶表示装置の第４実施例の構成を模式的に説明す
る要部断面図である。図１乃至図６と同一参照符号は同一機能部分に対応する。なお、導
光板などは図示を省略した。図７も液晶表示装置の冷陰極蛍光ランプの設置辺と隣接する
辺の断面を示す。本実施例では、光学シート類ＰＯＳを構成する拡散シートＤＦ２のプリ
ズムシート側の表面にＩＴＯ等の透明導電膜ＥＣを成膜して導電性を付与してある。
【００３１】
この透明導電膜ＥＣを成膜した拡散シートＤＦ２は、下フレームＭＤＬの側壁の上部に延
長され、当該下フレームＭＤＬの側壁の上部において導電性粘着テープＣＴＰの上に重ね
られる。そして、当該延長部分と上フレームＳＨＤの間にスペーサＳＰＣを介挿すること
で上フレームＳＨＤを下フレームＭＤＬに係合する組立て工程において、拡散シートＤＦ
２の透明導電膜ＥＣと導電性粘着テープＣＴＰは参照符号Ｆで示した面部分で電気的に接
続される。
【００３２】
導電性粘着テープＣＴＰは下フレームＭＤＬの側壁を巻き込んで背面に引き出されている
。本実施例は、上フレームＳＨＤの内壁に絶縁層ＣＰＭが塗布されている場合を示す。し
たがって、導電性粘着テープＣＴＰは図６の場合のように上フレームＳＨＤの内壁に直接
電気的に接続せず、他の図示しない金属部材を介して接地に接続される。また、上フレー
ムＳＨＤの内壁に絶縁層ＣＰＭが塗布されていない場合は図６と同様の構成で上フレーム
ＳＨＤの内壁に接続される。このとき、スペーサＳＰＣを導電体とすればより確実な電気

10

20

30

40

50

(6) JP 3908075 B2 2007.4.25



的接続を得ることができる。
【００３３】
なお、導電性粘着テープＣＴＰの一端の先端は図４と同様の位置にあり、バックライトを
構成する導光板ＧＬＢからの照明光が液晶パネルの表示に影響を及ぼさないようにしてい
る。
【００３４】
この構成により、拡散シートＤＦ２に有する透明導電膜ＥＣは導電性粘着テープＣＴＰを
介して接地に接続され、液晶パネルＰＮＬは前記した冷陰極蛍光ランプからの高周波電磁
界から遮蔽される。したがって、この高周波電磁界による表示ノイズの発生が阻止されて
高品質の画像表示が得られる。同時に、高周波電磁界を遮断するために導電性粘着テープ
ＣＴＰ以外に特別の部材を要しないため、薄型化、軽量化を阻害せずに低コストの液晶表
示装置を得ることができる。
【００３５】
図８は本発明によるサイドライト型の液晶表示装置の第５実施例の構成を模式的に説明す
る要部断面図である。図１乃至図７と同一参照符号は同一機能部分に対応する。なお、導
光板などは図示を省略した。図８も液晶表示装置の冷陰極蛍光ランプの設置辺と隣接する
辺の断面を示す。本実施例では、光学シート類ＰＯＳを構成する拡散シートＤＦ２の液晶
パネル側の表面にＩＴＯ等の透明導電膜ＥＣを成膜して導電性を付与してある。
【００３６】
この透明導電膜ＥＣを成膜した拡散シートＤＦ２は、参照符号Ｇで示すように下フレーム
ＭＤＬの側壁の上部から下部（背面）に周回するように延在している。そして、拡散シー
トＤＦ２の延在部分の端部を導電性粘着テープＣＰＴで下フレームＭＤＬに固定される。
拡散シートＤＦ２の透明導電膜ＥＣは導電性粘着テープＣＴＰを介して接地される。なお
、上フレームＳＨＤとの間に図７と同様のスペーサを用いることもできる。この構成によ
り、前記実施例と同様の効果を得ることができるが、さらに下記の構成を付加することも
できる。
【００３７】
図９は本発明によるサイドライト型の液晶表示装置の第６実施例の構成を模式的に説明す
る図８における拡散シートの変形例を説明する平面図である。本実施例の拡散シートＤＦ
２は図９における参照符号Ｈの部分に黒色印刷膜ＢＤを形成したものである。黒色印刷膜
ＢＤを印刷する参照符号Ｈの部分の先端は図８における有効表示領域ＡＲの端縁、またこ
の端縁から若干後退した位置にある。この黒色印刷膜ＢＤを印刷することにより、有効表
示領域ＡＲの端縁からの光漏れを遮断することができる。
【００３８】
図１０は本発明によるサイドライト型の液晶表示装置の第７実施例の構成を模式的に説明
する図８における拡散シートの他の変形例を説明する平面図である。本実施例の拡散シー
トＤＦ２は図９における参照符号Ｈで示した部分を舌状突出部ＴＧとしたものである。し
たがって、図８の導電性粘着テープＣＴＰはこの舌状突出部ＴＧに粘着される。舌状突出
部ＴＧは二つとして示したが、一つまたは３以上とし、その位置も任意である。
【００３９】
この構成によっても、拡散シートＤＦ２に有する透明導電膜ＥＣは導電性粘着テープＣＴ
Ｐを介して接地に接続され、液晶パネルＰＮＬは前記した冷陰極蛍光ランプからの高周波
電磁界から遮蔽される。したがって、この高周波電磁界による表示ノイズの発生が阻止さ
れて高品質の画像表示が得られる。同時に、高周波電磁界を遮断するために導電性粘着テ
ープＣＴＰ以外に特別の部材を要しないため、薄型化、軽量化を阻害せずに低コストの液
晶表示装置を得ることができる。また、有効表示領域の端縁からの光漏れが遮断される。
【００４０】
なお、以上説明した各実施例は、上フレームや下フレームの構成、形状、その他の設計条
件に応じて相互に組合せることもできる。
【００４１】
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図１１は本発明の液晶表示装置の全体構成の一例を説明する展開斜視図である。液晶パネ
ルＰＮＬは前記実施例で説明したように二枚の絶縁基板の張り合わせ間隙に液晶を挟持し
てなり、両主面に偏光板が積層されている。そして、その一辺とこの一辺に隣接する他辺
に駆動回路チップが搭載されている。液晶パネルＰＮＬの背面に設置される光学シート類
ＯＰＳは液晶パネルＰＮＬから遠い方から第１拡散シートＤＦ１、第１プリズムＰＲＺ１
、第２プリズムＰＲＺ２、第２拡散シートＤＦ２の順で構成した積層体である。
【００４２】
この光学シート類ＯＰＳの背面側には導光板ＧＬＢが設置されている。導光板ＧＬＢの側
縁に沿って冷陰極蛍光ランプＣＦＬが設けられており、所謂サイドエッジ型のバックライ
トを構成している。冷陰極蛍光ランプＣＦＬはケーブルＣＢとコネクタＣＴを介して外部
に設けた高周波電源（インバータ）に接続される。なお、参照符号ＢＳは冷陰極蛍光ラン
プＣＦＬの両端を保持するゴムブッシュである。導光板ＧＬＢの背面には反射シートＲＦ
Ｓが設けられている。
【００４３】
上記した液晶パネルＰＮＬ、光学シート類ＯＰＳ、バックライトを構成する導光板ＧＬＢ
、反射シートＲＦＳは図示した配置で重ね合わされ、上フレームＳＨＤと下フレームＭＤ
Ｌで挟み、両フレームの端縁に有する爪と爪受けなどの係止機構で固定される。
【００４４】
そして、上記の液晶パネルＰＮＬに有する第１偏光板または光学シート類ＯＰＳを構成す
る第２拡散シートＤＦ２の表面に導電膜が形成されており、この導電膜と上フレームＳＨ
Ｄまたは他の金属部材との間を前記実施例で説明した構成の何れかで電気的に接続される
。この構成により、液晶パネルＰＮＬは冷陰極蛍光ランプＣＦＬから漏れ出る高周波電磁
界から遮蔽され、当該高周波電磁界に起因する表示ノイズの発生が防止される。なお、図
１１では導電性粘着テ－プは図示を省略した。
【００４５】
　前記した各実施例における導電性を付与したシートと導電性粘着テープおよび上フレー
ムあるいは下フレームとの 構造を適宜組み合わせることを排除するものではない。本
発明は特別のシート等を追加することなく冷陰極蛍光ランプからの高周波電磁界を遮蔽す
る点に特徴を有するものである。したがって、前記実施例における導電性粘着テープに限
らず、導電性テープと粘着剤を用いて導電性を付与した偏光板あるいは拡散板と上フレー
ムあるいは下フレーム等との固定を行うことも本発明の技術的範囲に属する。また、同様
に、導電性テープを粘着剤無しで、例えば積層材間の圧接構造で電気的接続が実現できる
構造を採用することもできる。
【００４６】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、サイドライト型のバックライトを構成する冷陰極
蛍光ランプからの高周波電磁界が液晶パネル側に漏れ出て表示に影響を及ぼすことで発生
する表示ノイズを防止でき、薄型化、軽量化、低コスト化を阻害することなく低コストで
高品質の画像表示を可能とした液晶表示装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によるサイドライト型の液晶表示装置の構成例を模式的に説明する要部断
面図である。
【図２】図１における液晶パネルの構成例を模式的に説明する断面図である。
【図３】図１における光学シート類の構成例を模式的に説明する断面図である。
【図４】本発明によるサイドライト型の液晶表示装置の第１実施例の構成を模式的に説明
する要部断面図である。
【図５】本発明によるサイドライト型の液晶表示装置の第２実施例の構成を模式的に説明
する要部断面図である。
【図６】本発明によるサイドライト型の液晶表示装置の第３実施例の構成を模式的に説明
する要部断面図である。
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【図７】本発明によるサイドライト型の液晶表示装置の第４実施例の構成を模式的に説明
する要部断面図である。
【図８】本発明によるサイドライト型の液晶表示装置の第５実施例の構成を模式的に説明
する要部断面図である。
【図９】本発明によるサイドライト型の液晶表示装置の第６実施例の構成を模式的に説明
する図８における拡散シートの変形例を説明する平面図である。
【図１０】本発明によるサイドライト型の液晶表示装置の第７実施例の構成を模式的に説
明する図８における拡散シートの他の変形例を説明する平面図である。
【図１１】本発明の液晶表示装置の全体構成の一例を説明する展開斜視図である。
【符号の説明】
ＰＮＬ・・・・液晶パネル、ＳＵＢ１・・・・第１基板、ＳＵＢ２・・・・第２基板、Ｌ
Ｃ・・・・液晶、ＰＯＬ１・・・・第１偏光板が、ＰＯＬ２・・・・第２偏光板、ＯＰＳ
・・・・光学シート類、ＧＬＢ・・・・導光板、ＣＦＬ・・・・冷陰極蛍光ランプ、ＭＤ
Ｌ・・・・下フレーム、ＲＦＳ・・・・反射シート、ＬＦＳ・・・・ランプ反射シート、
ＳＨＤ・・・・上フレーム、ＡＲ・・・・有効表示領域、ＤＦ１・・・・第１拡散シート
、ＤＦ２・・・・第２拡散シート、ＰＲＺ１・・・・第１プリズムシート、ＰＲＺ２・・
・・第２プリズムシートＣＴＰ・・・・導電性粘着テープ。
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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摘要(译)

要解决的问题：在液晶显示装置中，在不添加诸如中断片的特殊构件的
情况下，中断来自冷阴极荧光灯的高频电磁场。解决方案：液晶显示装
置具有侧光型背光，其具有经由光学片OPS层叠在液晶面板PNL的后部
的导光板GLB。将电导率赋予设置在液晶面板PNL的背光侧的偏振板
POL1的表面，以赋予表面屏蔽功能，并且提供导电粘性胶带CTP，其一
端粘附在末端上。偏振板POL1的导电部分的边缘，其另一端至少与上框
架SHD的内壁接触，以便与壁导电连接。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/8f0a9349-c1e4-4e79-9033-6b188a00f714
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/029393427/publication/JP3908075B2?q=JP3908075B2

